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(57)【要約】
　ポイントオブケア衛生ディスペンサー及び電子的手衛
生事象監視システムの様々な実施形態が開示される。１
つの実施形態は、ポイントオブケアディスペンサー及び
対応する電子監視システムに関し、ポイントオブケアデ
ィスペンサーは、複数の所定の対象区域の間で移動可能
である。別の実施形態は、対応するディスペンサーカバ
ー連結部と本体連結部とを有する安全なポイントオブケ
アディスペンサーに関する。更なる実施形態は、ディス
ペンサーカバー及び本体を有するポイントオブケアディ
スペンサーと、閉塞状態においてディスペンサーカバー
を本体と固定するように構成された拘束機構と、ポイン
トオブケアディスペンサーと共に取り付けるために構成
されたドッキングユニットと、を備える、ポイントオブ
ケア分注システムに関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子的手衛生事象監視システムであって、
　複数の所定の対象区域の間で移動可能なポイントオブケアディスペンサーであって、当
該ポイントオブケアディスペンサーの駆動が、当該ポイントオブケアディスペンサーが駆
動された１つの前記所定の対象区域に全般的に制限された送信範囲を有する第１のパワー
レベルでＲＦ送信事象を生じさせる、ポイントオブケアディスペンサーと、
　それぞれの前記所定の対象区域内に配置された複数のＲＦ送受信機と、を具備し、
　それぞれの前記ＲＦ送受信機が、それぞれの前記所定の対象区域におけるポイントオブ
ケアディスペンサーから前記ＲＦ送信事象を受信し、当該所定の対象区域を超えて拡がる
送信範囲を有する第２のパワーレベルで更なるＲＦ信号を送信するように構成された、電
子的手衛生事象監視システム。
【請求項２】
　前記複数のＲＦ送受信機の１つ以上が、それぞれの所定の対象区域内の固定された位置
にある、請求項１に記載の電子的手衛生事象監視システム。
【請求項３】
　前記複数のＲＦ送受信機の少なくとも１つが、それぞれの所定の対象区域内に配置され
た固定されたポイントオブケアディスペンサーである、請求項１に記載の電子的手衛生事
象監視システム。
【請求項４】
　前記複数のＲＦ送受信機の少なくとも１つが、それぞれの所定の対象区域内に配置され
たハブである、請求項１に記載の電子的手衛生事象監視システム。
【請求項５】
　前記複数のＲＦ送受信機の少なくとも１つが、それぞれの所定の対象区域内の固定され
た位置におけるゲートウェイである、請求項１に記載の電子的手衛生事象監視システム。
【請求項６】
　前記ポイントオブケアディスペンサーが、患者のベッドに対して取り付けるために構成
された、請求項１に記載の電子的手衛生事象監視システム。
【請求項７】
　前記ポイントオブケアディスペンサーが、ドッキングユニットと結合するために構成さ
れた、請求項１に記載の電子的手衛生事象監視システム。
【請求項８】
　前記所定の対象区域の少なくとも２つが、それぞれのドッキングユニットを有する、請
求項７に記載の電子的手衛生事象監視システム。
【請求項９】
　前記ポイントオブケアディスペンサーが、約１メートルから３メートルまでの間の送信
範囲を有する、請求項１に記載の電子的手衛生事象監視システム。
【請求項１０】
　前記複数のＲＦ送受信機のそれぞれが、約３０メートルから６０メートルまでの間の送
信範囲を有する、請求項１に記載の電子的手衛生事象監視システム。
【請求項１１】
　ポイントオブケアディスペンサーであって、
　手衛生カートリッジチャンバを画定する内部を有する本体と、
　ディスペンサーカバーであって、前記本体に対する開放状態と前記本体に対する閉塞状
態との間の当該ディスペンサーカバーの枢動運動のために、前記本体と結合された、ディ
スペンサーカバーと、
　アンダーカット機構を有する、前記本体に対して固定された少なくとも１つの本体連結
部と、
　前記ディスペンサーカバーに対して固定された少なくとも１つのディスペンサーカバー
連結部と、を具備し、
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　前記少なくとも１つのディスペンサーカバーが、アンダーカット機構を有し、前記少な
くとも１つのディスペンサーカバー連結部の前記アンダーカット機構と、前記少なくとも
１つの本体連結部の前記アンダーカット機構とが、前記ディスペンサーカバーが前記本体
に対して閉塞位置にあるときに互いに係合し、前記アンダーカット機構の間の係合は、前
記ディスペンサーカバーを前記閉塞状態から前記開放状態へと動かすために使用されるて
この力の増加に応じて強まる、ポイントオブケアディスペンサー。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの本体連結部が、
　拘束ばねと、
　拘束アームであって、
　　前記拘束ばねと係合するように構成された後部と
　　前記拘束アームの枢動軸周りの回転を可能とするように構成された枢動部と
　　前記アームの前部近傍に形成された係止要素と
　　前記係止要素近傍で前記拘束アームを少なくとも部分的に貫通して延びる鉛直開口部
と
　を有する拘束アームと、を具備する、請求項１１に記載のポイントオブケアディスペン
サー。
【請求項１３】
　前記拘束アームの前記枢動部から前記本体の外部へと延び、鍵を受容し得る鍵筒を更に
具備する、請求項１２に記載のポイントオブケアディスペンサー。
【請求項１４】
　前記鍵筒が、弾性的に変形可能である、請求項１３に記載のポイントオブケアディスペ
ンサー。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの本体連結部及び前記少なくとも１つのディスペンサーカバー連結
部が、前記ディスペンサーカバーが前記開放状態から前記閉塞状態へと移動されたときに
互いに滑らかに係合するように構成されたカム表面を有する、請求項１１に記載のポイン
トオブケアディスペンサー。
【請求項１６】
　前記カム表面は、一度前記ディスペンサーカバーが前記閉塞状態において前記本体に対
して固定されると、互いに係合を解除するように構成された、請求項１５に記載のポイン
トオブケアディスペンサー。
【請求項１７】
　前記ディスペンサーカバー連結部が、
　前記ディスペンサーカバーの後部に向かって延び、前記係止要素を受容するように構成
された矩形開口部において終端する、一対の平行な側壁と、
　前記拘束アームの前記鉛直開口部と係合するように構成された前記ディスペンサーカバ
ー連結部のアンダーカットを形成するために、前記矩形開口部の下側縁近傍に配置された
クロスバーと、を具備する、請求項１２に記載のポイントオブケアディスペンサー。
【請求項１８】
　ポイントオブケア分注システムであって、
　ディスペンサーカバー及び本体を有するポイントオブケアディスペンサーと、
　閉塞状態において前記ディスペンサーカバーを前記本体と固定するように構成された拘
束機構であって、前記閉塞状態において前記ディスペンサーカバーが前記本体と固定され
たときに、前記ポイントオブケアディスペンサーの内部に主に配置される、拘束機構と、
　前記ポイントオブケアディスペンサーと共に取り付けるように構成されたドッキングユ
ニットと、を具備し、
　前記ドッキングユニット及び前記ポイントオブケアディスペンサーが、前記ディスペン
サーカバー及び前記本体が開放状態にあるときにのみ前記ポイントオブケアディスペンサ
ーを前記ドッキングユニットから解放するためにアクセス可能な更なる拘束機構により、
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相互連結されている、ポイントオブケア分注システム。
【請求項１９】
　前記拘束機構が、連結タブ及びタブ開口部を具備する、請求項１８に記載のポイントオ
ブケア分注システム。
【請求項２０】
　前記連結タブ及び前記開口部がアンダーカットにおいて互いに係合する、請求項１９に
記載のポイントオブケア分注システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［関連出願］
　本願は、「Electronically Monitored and Portable Point-of-Care Hand Hygiene Dis
penser Having Security Features」と題されて２０１４年２月２０日に出願された米国
仮出願番号１４／１８５５６８号を参照して優先権を主張し、本明細書においてその全体
において参照により組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　職場における手のケアは、仕事に関する活動及び働く人の健康の両方に関係する。手衛
生は、特にヘルスケア、食事の準備及び食事の提供を含む特定の活動及びサービスのため
不可欠である。手衛生は、健康的な環境を維持しバクテリア、ウイルス及び微生物を生じ
させる他の病気の拡散を制限するために、実際に全ての職場に対して重要である。手衛生
は、石鹸及び水による洗浄によって、及び、水又は製品のすすぎを必要としない殺菌製品
のような液体の使用によって実行され得る。手衛生のために使用される衛生製品は、手衛
生が望まれる場所に配置されるディスペンサーによって通常分注される。手肌のケア製品
は、働く人のパフォーマンス及び生産性を低減し得る手肌の異常の回避及び治療において
働く人の健康を促進し得る。
【０００３】
　ＨＡＩｓとしても知られる医療関連感染の拡散は、医療施設においてかつてないほど課
題となってきている。ＨＡＩｓは、医療施設で働く人の手を介した患者又は環境表面のよ
うな様々な源から別の患者又は表面への、バクテリア、ウイルス及び微生物を生じさせる
他の病気の伝染に起因する。こうした伝染の結果は、それまで感染していなかった患者の
感染となり得る。医療施設は、ＭＲＳＡ（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）、ＶＲＳＡ（
バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌）、及び、他の薬剤耐性微生物と長年戦ってきた。こ
れらの問題は近年より明らかとなってきた。米国のみで年間生じる約２、０００、０００
のこうしたＨＡＩｓが、約１００、０００人の死者を出すものと推測される。これらの感
染と関連した特別なコストは、数十億ドルと見積もられる。
【０００４】
　健康管理機関は、ＨＡＩｓの拡散を防ぎ且つ制御することを模索している。こうした試
みの１つの重要な側面は、健康管理専門家が手衛生の最適な実行を順守することを確実と
することを模索することである。手衛生の最適な実行の順守を監視するための１つの方法
は、手衛生製品ディスペンサーの使用を監視することである。こうしたディスペンサーの
使用は、手衛生が実行されたことを示す。ディスペンサーは、本願の出願人に対して譲渡
され参照により本明細書に組み込まれる特許文献１及び特許文献２により開示されたディ
スペンサーのように、使用を報告するように構成されている。
【０００５】
　世界保健機関は、医療の場における手衛生の５つの時点を特定した。手衛生の行動のた
めのこれらの５つの時点は、１）患者の接触前、２）無菌タスクの実行前、３）体液露出
リスクの後、４）患者の接触後、及び、５）患者の周囲との接触後、である。これらの５
つの時点は、医療の場内の手衛生のためのガイドラインを提供する。こうしたガイドライ
ンの順守は、５つの時点の各々において医療機関内の場所における手衛生事象（hand hyg
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iene events）の数の監視に基づいて評価され得る。
【０００６】
　手衛生のガイドライン又は推奨される実行の順守は、直接的観察、製品消費の追跡、及
び、より近年の電子的監視システムを含む、いくつかの手法の１つを用いて監視されても
よい。手衛生ディスペンサー使用事象を監視するために低コストの電子機器を使用するこ
とにより、所定時間に亘る所定の対象領域のための順守率が確認され得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許出願第１２／８２３４７５号
【特許文献２】米国特許出願第１３／４２７４６７号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　いくつかの低コスト監視システムは、固定された位置におけるディスペンサーによるた
め、収集されるディスペンサー使用事象は、正しい対象領域に対して割り当てられる。し
かしながら、こうしたディスペンサー監視システムは、携帯可能な機器に固定されたディ
スペンサーを監視することができない、何故ならば、使用事象が収集されたときにどこに
機器があるのかをシステムが判断できないためである。施設内の携帯可能な機器／ディス
ペンサーの位置を追跡するために、ＲＴＬＳ（リアルタイム位置情報システム）技術を使
用することが可能であり得る。しかしながら、この手法は、任意の所定のディスペンサー
の位置を正確に測量する（triangulate）ために施設を複数の区域へと分割する大がかり
なＲＦ設備の導入を必要とするため、「低コスト」策として適さない。測量システムは、
視野状態の相当量の位置誤差欠線（position error absent line）にもさらされる。
【０００９】
　アルコールベースの手の殺菌剤が医療環境においてより日常的なものとなるにつれて他
の問題も生じる。こうした問題は、盗難を含み、ある場合において、製品の消費も含む。
いくつかの従来のシステムは、「容易な」盗難に対抗して、製品のボトルを固定すること
を試みている。しかしながら、これらは、概して、アクセスしようとする長期の試みに耐
えない「特徴公開型の（knack-open）」手法に基づく。更に、従来のポイントオブケアデ
ィスペンサーは、犯人が製品パックのみを取り外せない場合にはディスペンサー全体が容
易に取り外し可能な締め付け機構のような、「固定し易い」取り付けオプションをたびた
び使用する。
【００１０】
　したがって、本発明者らは、１）多様な位置にしっかりと設置されることができ、２）
手衛生製品の盗難を完全に防ぐためにしっかりと拘束可能であり、及び／又は、３）低コ
ストな手衛生順守監視システムへと一体化されることができ、これによりディスペンサー
使用事象が収集され関連する所定の対象領域に対して割り当てられる、ポイントオブケア
ディスペンサーの必要性を認識している。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　ポイントオブケア衛生ディスペンサー及び電子的手衛生事象監視システムの様々な実施
形態が開示される。１つの実施形態は、ポイントオブケアディスペンサー及び対応する電
子監視システムに関し、ポイントオブケアディスペンサーは、複数の所定の対象区域の間
で移動可能である。ポイントオブケアディスペンサーの駆動は、ポイントオブケアディス
ペンサーが駆動された１つの所定の対象区域に全般的に制限された送信範囲を有する第１
のパワーレベルでＲＦ送信事象を生じさせる。実施形態は、それぞれの所定の対象区域内
に配置された複数のＲＦ送受信機を更に有する。それぞれのＲＦ送受信機は、それぞれの
所定の対象区域におけるポイントオブケアディスペンサーからＲＦ送信事象を受信し、当
該所定の対象区域を超えて拡がる送信範囲を有する第２のパワーレベルで、駆動に対応す
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る更なるＲＦ信号を送信するように構成される。
【００１２】
　別の実施形態は、固定されたポイントオブケアディスペンサーに関する。ポイントオブ
ケアディスペンサーは、手衛生カートリッジチャンバを画定する内部を有する本体と、デ
ィスペンサーカバーであって、本体に対する開放状態と本体に対する閉塞状態との間の当
該ディスペンサーカバーの枢動運動のために本体と結合されたディスペンサーカバーと、
を備える。ポイントオブケアディスペンサーは更に、アンダーカット機構を有する、本体
に対して固定された少なくとも１つの本体連結部と、ディスペンサーカバーに対して固定
された少なくとも１つのディスペンサーカバー連結部と、を有し、少なくとも１つのディ
スペンサーカバーは、アンダーカット機構を有する。少なくとも１つのディスペンサーカ
バー連結部のアンダーカット機構及び少なくとも１つの本体連結部のアンダーカット機構
は、ディスペンサーカバーが本体に対して閉塞位置にあるときに互いに係合する。アンダ
ーカット機構の間の係合は、ディスペンサーカバーを閉塞状態から開放状態へと動かすた
めに使用される、てこの力の増加に応じて強まる。
【００１３】
　更なる実施形態は、ディスペンサーカバー及び本体を有するポイントオブケアディスペ
ンサーと、閉塞状態においてディスペンサーカバーを本体と固定するように構成された拘
束機構と、ポイントオブケアディスペンサーと共に取り付けるように構成されたドッキン
グユニットと、を備えるポイントオブケア分注システムに関する。ドッキングユニット及
びポイントオブケアディスペンサーは、ディスペンサーカバー及び本体が開放状態にある
ときにのみドッキングユニットからポイントオブケアディスペンサーを解放するためにア
クセス可能な更なる拘束機構により、相互連結される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】電子的監視システムにおいて使用され得るポイントオブケアディスペンサーを示
す。
【図２】電子的監視システムにおいて使用され得るポイントオブケアディスペンサーを示
す。
【図３】電子的監視システムにおいて使用され得るポイントオブケアディスペンサーを示
す。
【図４】電子的監視システムにおいて使用され得るポイントオブケアディスペンサーを示
す。
【図５】例えば図１から図４に図示されたような、１つ以上のポイントオブケアディスペ
ンサーを監視するために使用され得る電子的監視システムの概略図である。
【図６】手衛生カートリッジの盗難のような問題に対処するセキュリティ機能を有するポ
イントオブケアディスペンサーの様々な要素の例を示す。
【図７】手衛生カートリッジの盗難のような問題に対処するセキュリティ機能を有するポ
イントオブケアディスペンサーの様々な要素の例を示す。
【図８】手衛生カートリッジの盗難のような問題に対処するセキュリティ機能を有するポ
イントオブケアディスペンサーの様々な要素の例を示す。
【図９】手衛生カートリッジの盗難のような問題に対処するセキュリティ機能を有するポ
イントオブケアディスペンサーの様々な要素の例を示す。
【図１０】手衛生カートリッジの盗難のような問題に対処するセキュリティ機能を有する
ポイントオブケアディスペンサーの様々な要素の例を示す。
【図１１】手衛生カートリッジの盗難のような問題に対処するセキュリティ機能を有する
ポイントオブケアディスペンサーの様々な要素の例を示す。
【図１２】手衛生カートリッジの盗難のような問題に対処するセキュリティ機能を有する
ポイントオブケアディスペンサーの様々な要素の例を示す。
【図１３】対応するドッキングユニットとの固定取り付けのためにポイントオブケアディ
スペンサーが構成されている、ポイントオブケア分注システムを示す。
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【図１４】対応するドッキングユニットとの固定取り付けのためにポイントオブケアディ
スペンサーが構成されている、ポイントオブケア分注システムを示す。
【図１５】対応するドッキングユニットとの固定取り付けのためにポイントオブケアディ
スペンサーが構成されている、ポイントオブケア分注システムを示す。
【図１６】対応するドッキングユニットとの固定取り付けのためにポイントオブケアディ
スペンサーが構成されている、ポイントオブケア分注システムを示す。
【図１７】対応するドッキングユニットとの固定取り付けのためにポイントオブケアディ
スペンサーが構成されている、ポイントオブケア分注システムを示す。
【図１８】機械的固定部及び／又は不正防止の機械的固定部の使用を通して、ポイントオ
ブケアディスペンサーを様々なヘルスケア機器にしっかりと取り付けることができる、様
々な個別の締結オプションを示す。
【図１９】機械的固定部及び／又は不正防止の機械的固定部の使用を通して、ポイントオ
ブケアディスペンサーを様々なヘルスケア機器にしっかりと取り付けることができる、様
々な個別の締結オプションを示す。
【図２０】機械的固定部及び／又は不正防止の機械的固定部の使用を通して、ポイントオ
ブケアディスペンサーを様々なヘルスケア機器にしっかりと取り付けることができる、様
々な個別の締結オプションを示す。
【図２１】機械的固定部及び／又は不正防止の機械的固定部の使用を通して、ポイントオ
ブケアディスペンサーを様々なヘルスケア機器にしっかりと取り付けることができる、様
々な個別の締結オプションを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１から図４は、本体１５及びディスペンサーカバー２０を有するポイントオブケア（
point-of-care）ディスペンサー１０を示す。本体１５及びディスペンサーカバー２０は
、手衛生カートリッジ２５又は手衛生製品のための他の容器を収容するように寸法化され
ている。手衛生製品は、ケアディスペンサーの上部において分注ポンプ３０を矢印３５に
より示される方向に駆動することによって手衛生カートリッジ２５から分注される。
【００１６】
　分注ポンプ３０が駆動されたことを示す超低パワーのＲＦ信号を提供するために様々な
低パワー送信要素が本体１５の後部に配置されている。この例示において、全般的に４０
で示される超低パワー送信要素は、本体１５の後部に配置される。この例示において、超
低パワー送信要素４０は、超低パワー無線ユニット４５と、トリガー磁石５０と、リード
スイッチ５５と、を有する。
【００１７】
　操作時、分注ポンプ３０が押されると、その移動は、追従部６０によって追跡される。
トリガー磁石５０は、分注ポンプ３０が押されて解放されたときに追従部６０と共に移動
するように構成されている。同様に、トリガー磁石５０の動作は、超低パワー無線ユニッ
ト４５を起動するリードスイッチ５５を駆動させる。リードスイッチ５５によってトリガ
ー磁石５０の磁場が作用するため、超低パワー無線ユニット４５が励磁され、超低パワー
ＲＦ信号送信によってディスペンサー使用事象を送信する。２．５秒といった所定時間内
に生じる複数回の押し込みは、複数の作動による単一の使用事象を示すように校合されて
もよい。
【００１８】
　トリガー磁石５０は、手衛生製品の適した量を分注するためにポンプが十分に作動され
る手衛生事象のみを報告するように配置される。ストロークの上部へとポンプが戻るとき
、追従部６０も戻しばねによって推進され、トリガー磁石５０の磁石がリードスイッチ５
５に作用する磁場を生成しないことを確実とする。
【００１９】
　ポイントオブケアディスペンサー１０の相対位置は、所定の対象領域内でポイントオブ
ケアディスペンサー１０が作動されるときに追跡されてもよい。図５は、こうした追跡を
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実行し得る電子的手衛生事象監視システム２００を示す。
【００２０】
　この例示において、ポイントオブケアディスペンサー１０は、矢印２０５によって示さ
れるように、所定の対象区域Ａ、Ｂ及びＣの間で携帯可能である。ポイントオブケアディ
スペンサー１０の駆動は、ポイントオブケアディスペンサー１０と、各所定の対象区域Ａ
、Ｂ又はＣ内にそれぞれ配置された対応するより高いパワーの送受信機と、の間の最大距
離に全般的に制限された範囲を有する、第１のパワーレベルのＲＦ送信事象をもたらす。
範囲は、複数の所定の対象区域のうちの第１の区域におけるポイントオブケアディスペン
サー１０からのＲＦ送信事象が、複数の所定の対象区域のうちの第２の区域における送受
信機によって受信されないように、選択されてもよい。しかしながら、いくつかの例では
、第１の対象区域からのＲＦ送信事象は、偶発的に第２の所定の対象区域へと伝わる。し
かしながら、ＲＦ送信事象は異なる振幅を有し、対応する送受信機は、たとえば所定の信
号振幅を超えて生じるＲＦ送信事象のみを受け入れ／応答することによって、信号振幅を
用いて、異なる所定の対象区域において生じるＲＦ送信事象間を特定し得る。それぞれの
所定の対象区域における送受信機は、異なる区域の大きさに適合するように、異なる所定
の信号振幅に対して応答するように構成されてもよい。追加的に、携帯可能なポイントオ
ブケアディスペンサー１０は、ディスペンサー使用事象と共に、携帯可能なディスペンサ
ーである事象のソースを特定する身元確認を送信するように構成されてもよい。この追加
により、ディスペンサー使用事象は、事象の受信の際に、特定されてもよい。
【００２１】
　１つの例示において、第１のパワーレベルは、約１メートルから３メートルまでの間の
送信範囲を有する超低パワー信号であってもよい。超低パワー信号のレベルは、超低パワ
ー無線ユニット４５に対するトリガー磁石５０及びリードスイッチ５５の相対運動によっ
て生成されるパワーに対応してもよい。手衛生事象監視システム２００において複数のポ
イントオブケアディスペンサーが使用されてもよく、この場合において、各ポイントオブ
ケアディスペンサーが、他から各特定のポイントオブケアディスペンサーを区別する固有
のデジタルコードを送信してもよい。
【００２２】
　複数の所定の対象区域の間でポイントオブケアディスペンサー１０が移動される様々な
状況が存在する。たとえば、ポイントオブケアディスペンサー１０は、患者のベッド、Ｉ
Ｖユニット、患者監視システム等に対して取り付けるために構成されてもよく、ポイント
オブケアディスペンサー１０が取り付けられる特定の対象物は、複数の所定の対象区域の
間で移動できる。
【００２３】
　手衛生事象監視システム２００は、所定の対象区域におけるディスペンサーの使用を監
視する。医療施設において、例えば、対象区域は、識別された患者を看護する位置に対応
してもよい。監視システム２００は、所定の対象区域内に及び所定の対象区域に関連付け
られてそれぞれ配置された複数のＲＦ送受信機を有する。ＲＦ送受信機によって受信され
るディスペンサー使用事象は、ＲＦ送受信機が配置された対象区域に関連付けられている
。
【００２４】
　ＲＦ送受信機のそれぞれは、それぞれの所定の対象区域内のポイントオブケアディスペ
ンサーからＲＦ送信事象を受信し、当該所定の対象区域を超えて拡がる範囲を有する第２
のパワーレベルで、更なるＲＦ信号を送信するように構成されている。１つの例示におい
て、第２のパワーレベルは、約３０メートルから６０メートルまでの間の送信範囲を有し
てもよい。
【００２５】
　複数のＲＦ送受信機の１つ以上は、壁、デスク、ドア等のようなそれぞれの所定の対象
区域内の固定された位置に配置されてもよい。複数のＲＦ送受信機の少なくとも１つは、
１）所定の対象区域Ａに示されたような固定されたポイントオブケアディスペンサー２１
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０、２）所定の対象区域Ｂに示されたような固定されたハブ２１５、及び／又は、３）所
定の対象区域Ｃに示されたようなゲートウェイ２２０であってもよい。１つの例示におい
て、超低パワー無線ユニット４５は送受信機であってもよく、この場合において、監視シ
ステムネットワークを構成する固定された位置のポイントオブケアディスペンサー、ハブ
及びゲートウェイは、ポイントオブケアディスペンサー１０が送信する短距離メッセージ
を受信し認識する機能を有してもよい。第２のパワーレベルで送信する固定されたポイン
トオブケアディスペンサーからの事象ではなく、携帯可能なディスペンサーから受信され
た事象を識別することが、これらの事象を送信するために、固定されたポイントオブケア
ディスペンサーにとって好適となるかもしれず、別の固定されたポイントオブケアディス
ペンサーによる再送を必要とすることはない。
【００２６】
　ポイントオブケアディスペンサーによって送信され、固定された位置の装置（ディスペ
ンサー／ハブ／ゲートウェイ）によって収集されたディスペンサー使用事象データは、固
定された位置の送受信機と関連付けられた所定の対象領域に割り当てられ得る。これは、
残りのシステムを通してポイントオブケアディスペンサー使用事象データを送信する前に
、固定された位置の装置の特定の身元確認をポイントオブケアディスペンサー使用事象デ
ータに付加することによって、実現されてもよい。言い換えれば、ポイントオブケアディ
スペンサー１０がその送信における固有の識別子を有する場合において、固定された位置
の送受信機の固有の識別子は、残りのシステムに対してポイントオブケアディスペンサー
の固有の識別子を送信する前に、ポイントオブケアディスペンサーの固有の識別子に付加
される。
【００２７】
　手洗い事象データは、各所定の対象区域内のより高いパワーの送受信機から、１）ＧＳ
Ｍ（登録商標）２３０、２）ゲートウェイ２２０、及び／又は、３）ハブ２１５の１つ以
上へと送信され、１つ以上のコンピュータ２４５へと送信される。コンピュータ２４５は
、コンピュータ２５０に対して事象データを通信してもよく、事象データは、医療施設に
よる使用に適したフォーマットへとコンパイルされる。
【００２８】
　一度ポイントオブケアディスペンサー使用データが監視システムネットワークに入ると
、固定されたディスペンサーの使用データと同様にネットワークによって処理され、デー
タ収集サーバまで送られる。壁に取り付けられたディスペンサー及びポイントオブケアデ
ィスペンサーの両方からのディスペンサー使用データは、次いで、関連する所定の対象領
域に割り当てられることができ、その領域のための手衛生順守計算において使用され得る
。
【００２９】
　図６から図１２は、手衛生カートリッジ２５の盗難といった問題に対処するセキュリテ
ィー機能を有するポイントオブケアディスペンサー１０の様々な要素の例示である。図６
は、開放位置にあるポイントオブケアディスペンサー１０を、本体１５のチャンバ内に装
着された手衛生カートリッジ２５と共に示す。図示された例において、手衛生カートリッ
ジ２５は、矢印３０５の方向に沿って本体１５内へと挿入される。ディスペンサーカバー
２０は、次いで、ヒンジ連結部３１５周りに矢印３１０により示された方向に閉塞位置へ
と回転され得る。
【００３０】
　閉塞位置において、ディスペンサーカバー２０及び本体１５の複数の要素は、ディスペ
ンサーカバー２０の上部と本体１５の上部とを互いに拘束するように互いに係合する。図
示された例において、ディスペンサーカバー２０のディスペンサーカバー拘束要素は、ポ
イントオブケアディスペンサー１０が閉塞されたときに、本体１５の対応する本体拘束要
素と滑らかに係合する。しかしながら、一度ディスペンサーカバー２０及び本体１５の拘
束要素が係合されると、ポイントオブケアディスペンサー１０を拘束解除するための鍵３
２５が用いられない限り、権限のないアクセスが防止される。権限のない個人によるディ
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スペンサーカバー２０を本体１５からこじ開けようとする試みは、拘束要素をより堅くよ
り大きな力で互いに係合させ、これにより手衛生カートリッジ２５の盗難を阻止する。
【００３１】
　本体１５の拘束機構は、本体１５の上部においてチャンバの両側に配置された、手衛生
カートリッジ２５を保持するために用いられる拘束アーム３５０を有する。それぞれの拘
束アーム３５０は、クロスバー３６０と係合する後部３５５を有し、クロスバー３６０は
、拘束アーム３５０を互いに連結するために後部３５５の間で延びる。各拘束アーム３５
０の後部３５５は、本体１５の内側表面から延びるタブ３７５に対する付勢力３７０を提
供する拘束ばね３６５で終端する。１つの例示において、拘束ばね３６５は、弾性材料か
ら形成され、本体１５の後部の長さに沿って延びる。このように構成されたとき、拘束ば
ね３６５は、タブ３７５と係合する上部３８０で終端する対向する端部を有してもよい。
湾曲部３８５は、各上部３８０からそれぞれ延び、拘束ばね３６５の下側横断部材３９０
の中間部で終端する。湾曲部３８５は、後部３５５が上方向にタブ３７５に対して動かさ
れたときに変形する。この変形は、上方移動に対抗する下方向への付勢力３７０をもたら
す。
【００３２】
　各拘束アーム３５０は、概ね円形断面を有する枢動部４００を更に有する。鍵筒４０５
は、各拘束アーム３５０の枢動部４００から本体１５の外部へ向かって延び、ここで鍵３
２５を受容してもよい。レール４１０は、枢動部４００の下方に配置され、一方の側でタ
ブ４１５と係合し、他方の側で枢動ばね４２０と係合する。１つの例示において、枢動ば
ね４２０は、鍵筒４０５の下部と固定係合する第１の端部４３０と、レール４１０近傍の
第２の広がった端部４３５と、を含む、可撓性アーム４２５を有する。枢動部４００がそ
の軸線周りに回転されるとき、広がった端部４３５は、レール４１０と係合して可撓性ア
ーム４２５を変形させ、これにより拘束アーム３５０の回転に抗する付勢力を提供する。
拘束ばね３６５及び枢動ばね４２０の組み合わされた付勢力は、拘束アーム３５０をそれ
らの通常位置へと方向付け、拘束アーム３５０の下側後部は、それぞれのレール４１０上
に載る。
【００３３】
　各拘束アーム３５０の前側部は、本体連結部４４０の主要部において終端する。図示さ
れた例の各本体連結部４４０は、枢動部４００から延びるアーム４４５と、鉛直方向に沿
ってアーム４４５を少なくとも部分的に貫通して延びる開口部４５０と、係止要素４６０
と、を有する。係止要素４６０の後部は、平面と、本体連結部のアンダーカットを形成す
るへりと、を有する。係止要素４６０の前部は、概ね曲面化された下側面と、後方に傾斜
した上側面と、を有する。
【００３４】
　ディスペンサーカバー連結部４６５は、それぞれの本体連結部４４０と係合するように
ディスペンサーカバー２０の内部表面から延びる。それぞれのディスペンサーカバー連結
部４６５は、ディスペンサーカバー２０の後部へ向かって延び、係止要素４６０を受容す
るように構成された矩形開口部４７０において終端する、一対の平行な側壁を有してもよ
い。側壁は、ディスペンサーカバー連結部のアンダーカットを形成するように、矩形開口
部４７０の下側縁においてクロスバー４７３によって連結されてもよい。ディスペンサー
カバー連結部のアンダーカットは、拘束アーム３５０の開口部４５０と係合するように構
成される。更に、それぞれの側壁は、ディスペンサーカバー２０が本体１５を閉塞すると
きに、係止要素４６０の前部と係合するように構成されたそれぞれのカム４７５において
終端してもよい。
【００３５】
　図７は、本体１５を閉塞するようにディスペンサーカバー２０が矢印３１０の方向に回
転されたときの本体連結部４４０及びディスペンサーカバー連結部４６５を示す。この動
作の間、係止要素４６０の後方に傾斜した上側面は、それぞれのカム４７５の対応する湾
曲表面と係合し、これにより拘束ばね３６５及び枢動ばね４２０の力に対抗して枢動部４
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００周りにレバーアームを回転させる。カム動作は、ディスペンサーカバー２０の閉塞位
置への滑らかな移動を提供し、ディスペンサーカバー２０は本体１５と拘束される。この
ように、本体連結部４４０及びディスペンサーカバー連結部４６５の両方の導入面は、閉
塞位置への互いの通過を容易にする。
【００３６】
　図８及び図９は、閉塞位置にある本体１５及びディスペンサーカバー２０を示す。一度
ディスペンサーカバー２０が部分的閉塞位置から図８及び図９に示される完全閉塞位置へ
と回転されると、係止要素４６０の後方に傾斜した上側表面は、もはやそれぞれのカム４
７５の湾曲表面と係合されない。その代わり、拘束アーム３５０は、ディスペンサーカバ
ー連結部４６５との係合、特にディスペンサーカバー連結部のアンダーカットとの係合へ
と係止要素４６０を駆動するように、拘束ばね３６５及び枢動ばね４２０の力に応じて矢
印３５２により示されるようにそれらの枢動部４００周りに回転する。この位置において
、各係止要素４６０のへりは、対応するディスペンサーカバー連結部４６５の矩形開口部
４７０内へと延びる。同様に、閉塞位置において、各矩形開口部４７０の下側縁における
クロスバーは、それぞれのアーム４４５において開口部４５０と係合する。本体１５に対
してディスペンサーカバー２０が完全に閉塞されると、拘束ばね３６５によって提供され
る力は、本体連結部４４０及びディスペンサーカバー連結部４６５の主要な機構が互いに
完全に係合されることを確実にする。
【００３７】
　ポイントオブケアディスペンサー１０のディスペンサーカバー２０が、これを開放しよ
うとする要求されていない企てにおいててこの力を受ける場合、付与される荷重が増加す
るにつれて、拘束の完全性が実質的に増加する。より詳細には、本体連結部４４０のアン
ダーカット機構及びディスペンサーカバー連結部４６５のアンダーカット機構は、これら
が引き離されるにつれ、互いにより堅く係合する。
【００３８】
　拘束の安全性の更なる向上のため、外部から付与された力がポイントオブケアディスペ
ンサー１０内から拘束を取り除くのを阻止する付加的な機構が、鍵筒４０５内に構築され
ている。より詳細には、鍵筒４０５は、組み立ての間、鍵筒４０５がディスペンサー本体
の拘束保持機構を乗り上げ且つ乗り越すように弾性的に変形可能である。一度拘束がかか
ると、ポイントオブケアディスペンサー内へとアクセスしようとする企てにおいて力が付
与されたときに、拘束保持機構によって、拘束が保持され更なる内方又は外方への移動の
いずれもが制限される。
【００３９】
　盗難に対して拘束されたままにするためのポイントオブケアディスペンサー１０の機能
と同じくらい重要なものは、開放することを許可された者によって容易に開放され、これ
らの者が使用済みの手衛生製品のパックを交換するためにアクセスすることを可能にする
、ポイントオブケアディスペンサー１０の機能である。ポイントオブケアディスペンサー
１０を開放しやすくする一例が、図１１及び図１２に示される。ここで、鍵筒４０５を介
して枢動部４００を拘束ばね３６５により提供される付勢力に抗して矢印３２７の方向に
回転させるために鍵３２５が使用され、これにより、ディスペンサーカバー連結部４６５
から本体連結部４４０を係合解除させ、ポイントオブケアディスペンサー１０が矢印４７
７で示される方向に開放されるのを可能とする。ポイントオブケアディスペンサー１０の
開放の過程の間、本体１５の前縁と一体の複数のカバー開放ばね４８０は、矢印４８３の
方向に力を働かせ、ディスペンサーカバー２０を開放させるように駆動するのを支援する
。この過程の間にカバーを略自動的な方法で開放することを確実とすることにより、操作
者は拘束解除過程が成し遂げられたという視覚的指示を受けるため、鍵３２５の過度の回
転により引き起こされる拘束部の損傷を回避することができる。
【００４０】
　ポイントオブケアディスペンサー１０内に手衛生カートリッジ２５を固定することに加
え、適切な位置からのポイントオブケアディスペンサー１０全体の要求されていない除去
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３から図１７は、水平ドッキングユニット４９０に取り付けられたポイントオブケアディ
スペンサー１０を示す。この水平ドッキングユニット４９０は、例えばヘルスケア機器の
部品の上部水平表面上に、しっかりと機械的に締結されてもよい。機械的締結は、例えば
オーバーベッドテーブル又はナイトスタンドに水平ドッキングユニット４９０をねじで固
定又は接着的に固定することを含み得る。
【００４１】
　ポイントオブケアディスペンサー１０を水平ドッキングユニット４９０に固定するのに
用いられる要素は、ディスペンサーカバー２０を本体１５から係合解除させてディスペン
サー１０が開放されるときにのみディスペンサー１０の除去を可能とするように構成され
てもよい。この目的を達成するため、ポイントオブケアディスペンサー１０を水平ドッキ
ングユニット４９０に固定するのに用いられる要素は、ディスペンサーが開放されたとき
にのみ操作可能である。
【００４２】
　図１３～図１７に示された例では、水平ドッキングユニット４９０は、ポイントオブケ
アディスペンサー１０の底前部及び底後部において対応する取り付け受容部５００と係合
するように構成された複数の取り付けタブ４９５を有する。取り付けタブ４９５を取り付
け受容部５００と係合させることにより、水平ドッキングユニット４９０の固定タブ５０
５は、ポイントオブケアディスペンサー１０の床部５１５を貫通する開口部５１０を通っ
て延びる。固定タブ５０５は、水平ドッキングユニット４９０からディスペンサー１０を
取り外すために付与されるより大きな力が、固定タブ５０５と開口縁部との間の固定力に
おいて、対応する増加を生じさせるように、開口部５１０の１つ以上の縁部と係合するア
ンダーカットを有する。しかしながら、一度ディスペンサー１０が開放されると、固定タ
ブ５０５は、ディスペンサー１０を水平ドッキングユニット４９０から解放するように、
開口部５１０の外側に弾性的に方向付けられてもよい。
【００４３】
　図１８及び図１９は、様々な個別の締め付けオプションを示し、機械的固定部及び／又
は不正防止の機械的固定部の使用を通して、ポイントオブケアディスペンサー１０を様々
なヘルスケア機器にしっかりと取り付けることができる。このような機器は、矩形及び環
状レール（水平）と、支持部（鉛直）と、をしばしば有する。より詳細には、図１８は、
ポイントオブケアディスペンサー１０の後部に固定されたブラケット５２０を示し、ブラ
ケット５２０は、水平な支持部に対してディスペンサー１０を固定するように構成されて
いる。図１９は、ポイントオブケアディスペンサー１０の後部に対して固定された更なる
ブラケット５２５を示し、ブラケット５２５は、鉛直な支持部に対してディスペンサー１
０を固定するように構成されている。
【００４４】
　図２０は、ポイントオブケアディスペンサー１０の後部に対して固定されたブラケット
５３０を示し、ブラケット５３０は、オーバーベッドテーブルの鉛直な脚部にポイントオ
ブケアディスペンサー１０を取り付けるように特別に設計されている。図２１は、ブラケ
ット５３０を用いて鉛直な脚部５３５に対して取り付けられたポイントオブケアディスペ
ンサー１０を示す。繰り返すと、取り付けブラケット５３０の除去を成功させるためには
機械的な道具が必要とされるため、機械的な取り付けの使用により、機会を伺う泥棒に対
するディスペンサー１０の安全性を維持することができる。
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